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クジラ、シロナガスクジラ、ナガスクジラの 4 種について、JARPA/JAPAII 両調査の目視データに基づ
き、国際捕鯨委員会で使われている南極海における６つの管理海区のうち IV 区（東経 70 度-東経 130










基づき、JARPA は最初 2 年間の予備調査を含め 1987/88 年から 2004/05 年まで実施された。JARPAII
















が示唆された。また、各経度帯において、緯度帯別に SC を比較したところ、南緯 63-65 度の緯度帯が
他の緯度帯より SC が低く、その緯度帯では両種が共存し、それより北側ではザトウクジラが主に分布
し、南側ではクロミンククジラが主に分布することが示唆された。 
次に、ナガスクジラ科鯨類 4 種の 1989/90-2008/09 年の資源量と年変化率を推定した。クロミンク
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頭（CV=0.509）、V 区で、平均 101,106 頭、最少 67,661 頭（CV= 0.308）、最大 151,072 頭、(CV=0.326) 
（モデルエラーを考慮した場合）。増加率はIII区東と IV区の合併海区で1.1%（95%信頼区間は[-2.3%, 
4.5%]）であり、V 区と VI 区西の合併海区 0.6% （95%信頼区間は[-2.2%, 3.3%]） で、ともに大きな
増加も減少もなかった。感度試験を行った結果、資源量トレンドが頑健であることが示された。ザト
ウクジラ資源量は、IV 区では 1989/90 年の 5,325 頭（CV=0.302）、 2007/08 年の 29,067 頭（CV=0.255）
に年率 13.6% (95% 信頼区間[8.4％、18.7%])で増加した。V 区では、1990/91 年の 602 頭（CV=0.343）
から 2008/09 年の 13,894 頭（CV=0.338）に年率 14.5% (95%信頼区間[7.6%,21.5%])で増加した。いず
れも統計的に有意な増加であった。シロナガスクジラは IV 区で 1989/90 年の 65 頭(CV=0.481)から
2007/08 年の 242 頭（CV=0.578）まで、年率 12.3%（95%信頼区間[-0.2%,24.8%]）で増加し、V 区で 1990/91
年の 183 頭(CV=1.010)から 2008/09 年の 292 頭（CV=0.460）まで、年率 12.3%（95%信頼区間
[-0.2%,24.8%]）で増加した。いずれの海区でも増加は有意ではなかった。ナガスクジラについては、
IV 区で 1989/90 年の 103 頭(CV=0.85)から 2007/08 年の 1,654 頭（CV=0.353）まで、年率 18.5%（95%




得られた資源量推定値を用いて、IV 区、V 区それぞれにおいて主要ナガスクジラ科鯨類 4 種のバイ
オマスの変遷について検討した。IV 区では年率 9.2%（95%信頼区間[5.3%, 13.1%]））、V 区では年率 3.4%
（95%信頼区間[1.0%,5.7%]）で増加し、ともに 4 種のバイオマスの合計に増加傾向が見られた。IV 区
においては。1990 年代半ばにクロミンククジラからザトウクジラへの主要鯨種の交代が見られてから、











本研究により、ナガスクジラ科鯨類 4 種の 1989/90-2008/09 年の資源動態が明らかになった。さら
に、クロミンククジラとザトウクジラが主に一部の緯度帯で共に分布していることが示唆された。こ
のことが両種の餌の競合が生じていることを意味するのであれば、競合による両種の資源動態への影
響を定量的に把握することにより両種の資源動態予測を改善できる可能性がある。そのためには、SC
を調べる方法をさらに発展させた手法を用いることにより、競合する海域に分布する両種の資源量が
占める割合を把握することも重要である。目視調査を継続することにより、両種を含むナガスクジラ
科鯨類の資源動態を今後もモニターし続ける必要がある。 
 
